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上
条 

無
病
息
災
を
願
う 

甲
州
市
の
小
正
月
行
事 

一
之
瀬
高
橋
の
春
駒 

 

塩
山
一
之
瀬
高
橋
地
区
に

伝
わ
る
小
正
月
行
事
で
、
昭

和
四
十
二
年
に
山
梨
県
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
笛
・
太
鼓
・
鉦
に

よ
る
お
囃
子
か
ら
始
ま
り
、

華
や
か
な
飾
り
を
付
け
た
馬

役
の
「
駒
」
と
、
馬
子
の
格

好
を
し
た
「
露
払
い
」
が
組

み
、
歌
に
合
わ
せ
駒
踊
り
を

し
ま
す
。  

藤
木
の
太
鼓
乗
り 

 

塩
山
藤
木
地
区
の
小
正
月
行
事
で
、
昭
和
五
十
七
年
に
甲

州
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
木
地
区

の
上
・
下
・
西
の
地
区
か
ら
出
す
三
台
の
大
太
鼓
に
乗
っ
た

役
者
が
、
太
鼓
や
鉦
に
合
わ
せ
て
歌
舞
伎
の
名
場
面
を
掛
け

合
い
で
演
じ
て
見
せ
ま
す
。 

田
野
十
二
神
楽 

 

大
和
町
田
野
地
区
の
小
正
月
行
事
で
、
平
成
五
年
に
山
梨

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
三
百

六
十
年
ほ
ど
前
の
明
暦
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
内
の
他
の
神
楽
と
比
べ
て
も
珍
し
い
特
徴
を
持

つ
民
俗
芸
能
で
、
「
十
二
神
楽
」
の
呼
び
名
は
、
神
楽
の
舞

が
十
二
段
（
獅
子
舞
・
幣
束
の
舞
・
汐
汲
み
の
舞
・
菱
組
の

舞
・
剣
の
舞
・
姫
の
舞
・
鬼
の
舞
・
鍾
馗
の
舞
・
介
者
の

舞
・
種
蒔
の
舞
・
笹
の
舞
・
翁
の
舞
）
に
わ
た
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

笹の舞 

市
内
の
オ
コ
ヤ 

 

オ
コ
ヤ
は
市
内
全
域
の
道

祖
神
場
で
つ
く
ら
れ
ま
す

が
、
形
状
・
材
料
は
地
区
ご

と
で
異
な
り
ま
す
。
神
金
地

区
は
神
社
の
本
殿
を
模
し
た

形
で
オ
コ
ヤ
を
つ
く
る
組
が

多
い
で
す
。 

弁慶の首の大数珠は、コロガキで

作られています。 

今
号
で
は
、
甲
州
市
内
各
地
で
行
わ
れ
た
小
正
月
行
事
の

様
子
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

一
月
八
日
（
日
）
に
重
要
文
化
財
旧
高
野
家
住
宅
（
甘
草

屋
敷
）
に
て
、
一
之
瀬
高
橋
春
駒
保
存
会
に
よ
る
「
春
駒
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た 

。
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
後
世
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
毎
年
甘
草
屋
敷
で
披
露

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
雪
が
降
る
中
で
し
た
が
、
多
く

の
観
客
が
駆
け
つ
け
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
雪
景
色
の
中
で
行

わ
れ
た
春
駒
は
一
段
と
幻
想
的
で
し
た
。 

翌
週
一
月
一
十
四
日
（
土
）
に
、
塩
山
藤
木
地
区
の
小
正

月
行
事
「
太
鼓
乗
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
披
露
さ
れ

た
演
目
は
、
「
三
人
吉
三
巴
白
浪
」
と
「
勧
進
帳
」
で
す
。

ど
ん
ど
焼
き
の
火
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
、
豪
快
に
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

同
日
、
大
和
町
田
野
地

区
で
は
「
十
二
神
楽
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
田
野
地
区
公
民
館

に
は
地
域
の
方
々
が
集
ま

り
、
伝
統
あ
る
小
正
月
の

民
俗
芸
能
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。  

姫の舞 

 

 

一之瀬高橋の春駒 

駒踊り 

神金地区 

松里地区 



 
一
月
の
で
き
ご
と

一
月
の
で
き
ご
と

一
月
の
で
き
ご
と   

   

上
条
の
道
祖
神
祭
り

上
条
の
道
祖
神
祭
り

上
条
の
道
祖
神
祭
り 

 

平
成
二
十
九
年
一
月
七
日
（
土
）
に
上
条
集
落
の
方
々

に
よ
る
道
祖
神
の
「
オ
コ
ヤ
か
け
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
上
条
の
オ
コ
ヤ
か
け
と
ど
ん
ど
焼
き
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

神
金
地
区
の
オ
コ
ヤ
は
神
社
の
本
殿
を
模
し
た
形
を
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
上
条
集
落
の
オ
コ
ヤ
は
、
竹
の

垂
木
や
藁
の
軒
付
け
が
あ
る
屋
根
を
別
に
つ
く
っ
て
載

せ
、
よ
り
本
殿
を
意
識
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

作
業
は
朝
８
時
か
ら
始
め
ら
れ
、
午
後
３
時
に
完
成
し

ま
し
た
。
手
際
よ
く
オ
コ
ヤ
が
建
て
ら
れ
て
い
く
様
子
に

目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
見
事
な
出
来
栄
え

に
、
集
落
の
皆
さ
ん
の
団
結
力
と
伝
統
の
技
術
を
改
め
て

感
じ
た
一
日
で
し
た
。    

   

上
条
集
落
生
中
継

上
条
集
落
生
中
継

上
条
集
落
生
中
継 

 

一
月
二
十
四
日
（
火
）
の
放
送
の
N

H

K
「
ニ
ュ
ー
ス

シ
ブ
５
時
」
の
番
組
内
で
、
上
条
集
落
及
び
甲
州
民
家
情
報

館
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
ふ
た
ね
や
製
麺

所
主
催
の
「
ほ
う
と
う
教
室
」
で
、
会
場
と
し
て
情
報
館
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
ほ
う
と
う
の
麺
つ
く

り
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
の
N

H

K
ス
タ
ジ
オ
と
甲
州
民
家
情
報
館
が
六
分

間
の
生
中
継
で
つ
な
が
り
、
全
国
の
方
々
に
上
条
集
落
の
歴

史
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

お
知
ら
せ 

   

第
八
回
歴
史
的
風
致
散
策

第
八
回
歴
史
的
風
致
散
策

第
八
回
歴
史
的
風
致
散
策   

 

日 
 

時 
 

二
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

 

集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場 

 

参 

加  

費 
 

無
料
（
交
通
費
・
保
険
料
は
別
途
） 

 
 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 

申 

込  

み 
 

文
化
財
課
ま
で
（
☎ 

三
二-

五
〇
七
六
） 

どんど焼きどんど焼きどんど焼き   

新年会の開始を新年会の開始を新年会の開始を   
太鼓で告げる太鼓で告げる太鼓で告げる   

そ
の
晩
に
、
新
年
会
が
行
わ
れ
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
賑
や
か

な
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

翌
週
一
月
十
四
日
（
土
）
に
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
コ
ヤ
は
手
際
よ
く
解
体
さ
れ
後
、
豪
快
に
火
に
く
べ

ら
れ
、
そ
の
火
で
繭
玉
団
子
を
焼
き
ま
し
た
。
焼
き
た
て
の
繭

玉
団
子
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ど
ん
ど
焼
き
の
火
を

囲
み
な
が
ら
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

リハーサルの様子 


